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１．業務概要

(1) 目 的

本調査は、大阪府における野生動植物について、その生息・生育分布に関する情

報をデジタル化し地理情報システム（ＧＩＳ化）に取り込むことにより、種ごとの

自然環境特性を明らかにする。また、作成した成果品は自然保護行政での基礎資料

として活用できるようにすることを目的とした。

(2) 調査対象地域及び調査期間

1) 調査対象地域

大阪府全域

2) 調査期間

自：平成１６年２月１７日

至：平成１６年３月１５日

(3) 調査項目

1) 計画準備

2) 生息・生育位置情報のＧＩＳへの付加

① 地理情報システム（GIS）の仕様設定

② 種情報・位置情報の電子化

③ 生息・生育位置情報のＧＩＳ化

④ 大阪府レッドデータ記載種検索に関するインターフェイスへの展開

3) 成果品

① ＧＩＳデータ ３部

② 報告書 Ａ４ ３部

③ 報告書電子データ 報告書の内容を保存したＣＤ－Ｒ ６枚

（内ＰＤＦファイルに変換したものを５枚）
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(4) 調査内容

調査内容は次に示すとおりであり、業務の流れをフローにまとめた。

1) 計画準備

調査内容を検討の上、調査の方法、作業工程、使用する器具、人員配置等を設定した調査

計画書を作成した。これをもとに、着手時の打ち合わせにて、調査計画全般の進め方を確認

した。

2) 生息・生育位置情報のＧＩＳへの付加

生息・生育地に関する資料からメッシュ情報へ整理し、その情報のＧＩＳデータ化を行っ

た。

3) 成果品とりまとめ

ＧＩＳデータを成果として取りまとめた。

計画・準備

既存資料
・生息・生育位置情報など

地理情報システム(GIS)
仕様

種情報・位置情報の電子化

生息・生育情報のＧＩＳ化 検索インターフェースへの展開

成果品作成

図1-1 業務フロー
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２．生息・生育位置情報のＧＩＳへの付加

(1)地理情報システム（GIS）の仕様設定

使用するGISデータとして基本的にはArc view形式にて記録・読込が行えるデータ

形式（Shapeファイル）とした。

データベースには、Microsoft Access形式とし、補助的にMicrosoft Excel形式を

活用した。

なお、本ＧＩＳデータは「平成15年度自然環境保全基礎調査業務」にて構築した

「大阪府レッドデータ記載種検索に関するインターフェイス」にて運用できるもの

とした。

(2)種情報・位置情報の電子化

平成１２年発行の大阪府レッドデータブック作成時にカテゴリー分けされた存続基

盤が脆弱な種とされる「準絶滅危惧 （計２６７種）について、メッシュ番号により」

参照出来る形式(Microsoft Excel)にてデジタル化した。生息・生育位置情報を、Ｇ

ＩＳ情報として参照可能なメッシュ情報として整理加工した。これにより、既整備分

と併せて６１４種のデータが整備された。

表2-1 ＧＩＳ化対象種

対象メッシュ（ⅰ）

情報を付加するメッシュは、国土数値情報や環境省自然環境保全基礎調査で用

いられている基準地域メッシュ・第３次地域区画（以下３次メッシュ・約1km×

1km）とした。メッシュの地理的位置は、世界測地系国際横メルカトル図法 Zone

53（UTM Zone53、中心経線東経135度）により表現した。

　　　　既整備 今回整備
絶滅危惧
Ⅰ類
絶滅危惧
Ⅱ類
準絶滅危
惧

動物
哺乳類 2 3 4 9
鳥類 2 27 61 90
爬虫類 2 1 3
両生類 1 2 4 7
淡水魚類 13 9 3 25
昆虫類 20 45 100 165
陸産貝類 15 7 1 23
淡水産貝類 6 8 4 18
小計 61 101 178 340

植物
シダ植物 13 6 1 20
種子植物 112 54 88 254
小計 125 60 89 274

合計 186 161 267 614

分類群 合計
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生息・生育位置情報のメッシュ化（ⅱ）

①生息・生育地名とメッシュの対照表の作成

種別にまとめられている生息・生育地情報（地名の一覧）に記載されている

地名毎に、メッシュを記入した地形図を参照して、該当するメッシュ抽出し、

（ 、 ） 。地名とメッシュを対照する表 生息・生育地名 メッシュ対照表 を作成した

②種毎の生息地への展開

種毎の生息・生育地名を元に、生息・生育地名、メッシュ対照表に従いメッ

シュを展開し 「メッシュコード読み取り表」に記載した。、

なお、生息・生育地名が「東大阪市」など市区町村名 「北摂山地」などの、

広範囲な地域を示す地名のもの、地名が位置不明のものなどは、メッシュに展

開せず、メッシュコード読み取り表の「メッシュ化できない地域」の欄に生息

・生育地名を記載した。

種情報、生息情報のコード化（ⅲ）

・種情報は次の区分でコード化した。

ア．動植物・類・目・科・種

イ．ＲＤＢカテゴリーに関しては種データベースの属性の一つとする

種データに関しては将来の拡張性を考慮し、大阪府野生生物目録に掲載され

ている全種を対象とし、目録順にID（全目録種を目録順に通し番号を付加 、）

動植物コード、分類コード、番号（分類別 、目コード、科コード、種名（学）

名 、種名（和名 、絶滅危惧種の各コードを付加した表を作成した。） ）

表2-2 種情報のコード化（例）

・生息・生育情報をメッシュ展開したメッシュコード読み取り表から、表2-3に示

したメッシュコード毎のデータに変換した。メッシュ毎に出現した種毎に１レ

コードとして整理した。

また、資料に示されたメッシュ番号が明らかに府外となる場合に関しては生

ID 動植物
コード
分類コード番号（分類

別）
目コード 科コード 種名（学名） 種名（和名）絶滅危惧種

1 1 1 1 74 443 Chimarrogale
platycephala

ｶﾜﾈｽﾞﾐ

2 1 1 2 74 443 Crocidura dsinezumi ｼﾞﾈｽﾞﾐ
3 1 1 3 74 734 Urotrichus talpoides ﾋﾐｽﾞ
4 1 1 4 74 734 Mogera imaizumii ｱｽﾞﾏﾓｸﾞﾗ 1
5 1 1 5 74 734 Mogera wogura ｺｳﾍﾞﾓｸﾞﾗ

6 1 1 6 33 197 Rhinolophus
ferrumequinum

ｷｸｶﾞｼﾗｺｳﾓﾘ 2



- 5 -

息・生育地名を記載した資料と突き合わせ、府内の該当するメッシュ番号の位

置に訂正した。また、複数の資料から生息・生育情報が得られたものに関して

、 。メッシュ番号の重複が見られたため メッシュ番号の重複に関しては統合した

表2-3 生息・生育位置情報のコード化（例）

注：本表内のメッシュコードと種名は、コード化のイメージを示すためのもので、実際の生息・生

育位置情報とは異なったものが入れてある。

(3)生息・生育位置情報のＧＩＳ化

(2)でコード化したデータをＧＩＳに展開し、３次メッシュの属性データとし

て付加した。

ＧＩＳ化した生息・生育位置情報の例を図2-1に示し、全対象種のメッシュ図

は資料編に示した。

図2-1 生息・生育位置情報のＧＩＳ化（２次メッシュ出力例）

メッシュコード1次メッシュ 2次メッシュ ３次メッシュ ID 種名
51353050 5135 30 50 7704 ﾊﾏｺﾞｳ
51353050 5135 30 50 8041 ｵｸﾞﾙﾏ
51353050 5135 30 50 8575 ｺｳﾎﾞｳﾑｷﾞ，ﾌﾃﾞｸｻ
51353051 5135 30 51 106 ﾊﾁｸﾏ
51353051 5135 30 51 110 ｵｵﾀｶ
51353051 5135 30 51 112 ﾂﾐ
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(4)大阪府レッドデータ記載種検索に関するインターフェイスへの展開

ＧＩＳ化した生育・生息位置情報を「大阪府レッドデータ記載種検索に関する

インターフェイス」に展開し、検索などが出来るようにシステムへセットアップ

した。

(5)主な分類群別検索結果

対象種が２０種以上ある分類群について本システムにより生息・生育情報の種

数を検索した結果を下記に示した。

出現種数凡例

（ ）図2-2 動物 哺乳類＋鳥類＋爬虫類＋両生類＋淡水魚類＋昆虫類＋陸産貝類＋淡水産貝類

（準絶滅危惧）の出現種数の分布
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図2-3 鳥類（準絶滅危惧）の出現種数の分布

図2-4 昆虫類（準絶滅危惧）の出現種数の分布
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図2-5 シダ植物＋種子植物（準絶滅危惧）の出現種数の分布



資 料 編

１．生息・生育情報メッシュ図



資料編 １．生息・生育情報メッシュ図

■２次メッシュ
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